
平成２６年９月定例会の審議結果
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予算 98
平成26年度鳥取市一般会計補正予算（第2
号）

鳥取市知名度アップ大作戦事業費、若者定住促
進事業費、保育所緊急整備事業費補助金、放
課後児童対策事業費、こども・子育て支援制度
事務費、一類・二類疾病予防接種費、病院群輪
番制病院設備整備事業費、霜害対策関連事業
費、除雪費、基金積立金（財政調整基金）

88,160,600 879,227 89,039,827

総務企画委員会
福祉保健委員会
文教経済委員会
建設水道委員会

原案可決
（全会一致）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

× × × 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（賛成多数）

（６件） 99
平成26年度鳥取市介護保険費特別会計補正
予算（第1号）

前年度介護給付費負担金等の確定に係る国、
県、及び社会保険診療報酬支払基金への返還
金等

18,025,622 629,735 18,655,357 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

100
平成26年度鳥取市財産区管理事業費特別会
計補正予算（第2号）

予備費（▲414千円）を用瀬町社財産区植林事
業（414千円）に振替を行うもの

7,069 0 7,069 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

101
平成26年度鳥取市観光施設運営事業費特別
会計補正予算（第2号）

浜村温泉館サウナ修繕費 20,214 230 20,444 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

102
平成26年度鳥取市工業用水道事業会計補正
予算（第1号）

青谷町工業用水道原水連絡管敷設工事 13,048 1,800 14,848 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

市庁舎整備に関
する調査特別委員

会

原案可決
（賛成多数）

決算 103
平成25年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定
について

決算審査
特別委員会

認定
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇 平成２６年１０月６日
認定

（賛成多数）

（５件） 104
平成25年度鳥取市水道事業決算認定につい
て

決算審査
特別委員会

認定
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 平成２６年１０月６日
認定

（賛成多数）

105
平成25年度鳥取市工業用水道事業決算認定
について

決算審査
特別委員会

認定
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年１０月６日
認定

（全会一致）

106
平成25年度鳥取市下水道等事業決算認定に
ついて

決算審査
特別委員会

認定
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 平成２６年１０月６日
認定

（賛成多数）

107
平成25年度鳥取市病院事業決算認定につい
て

決算審査
特別委員会

認定
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年１０月６日
認定

（全会一致）

条例 108 鳥取市地域振興会議条例の制定について 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

（10件） 109
鳥取市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の制
定について

福祉保健委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

× × × 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（賛成多数）

110
鳥取市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について

福祉保健委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

× × × 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（賛成多数）

111
鳥取市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定につい
て

文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

112 鳥取市介護保険条例等の一部改正について 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

113
鳥取市特別医療費助成条例の一部改正につ
いて

福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

114
鳥取市福祉事務所設置条例の一部改正につ
いて

福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

115
鳥取市営住宅の設置及び管理に関する条例
の一部改正について

建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

〇 × 〇 平成２６年１０月６日
原案可決
（賛成多数）

〇 〇 × × ×〇 〇 〇 〇〇 〇
議
長

〇 〇× × ×〇 〇 × × × ×

児童福祉法第３４条の８の２第１項の規定に基づき、放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定めるもの

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律の一部
改正に伴い、関係条例について所要の整理を行うもの

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律及び母
子及び寡婦福祉法の一部改正に伴い、所要の整理を行うもの

母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴い、所要の整理を行うもの

本市の一体的な発展に資する地域振興会議を合併前の旧町村区域ごとに設置するもの

子ども・子育て支援法第３４条第２項及び第４６条第２項の規定に基づき、特定教育・保育
施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定めるもの

× ×

案　　件　　名区分
議案
番号

＜市長提出議案＞

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律の一部
改正に伴い、所要の整理を行うとともに、鳥取市営住宅の入居手続きの一部を見直すもの

児童福祉法第３４条の１６第１項の規定に基づき、家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定めるもの

議案の説明

一般会計及び16の特別会計の歳入歳出合計が、それぞれ1,395億3,317万円、1,361億
7,614万円となった。このうち、翌年度への繰越額と翌年度への繰越額に係る未収入特定
財源を加減した実質収支の合計額は32億1,304万円となった

89,078,019

収益的収支では、収益総額28億5,912万円に対し、費用総額30億3,505万円となり、当年度
は、1億7,593万円の純損失を計上した。資本的収支では、収入総額8億5,052万円に対し、
支出総額20億2,521万円となり、差引収支不足額11億7,469万円については、過年度分損
益勘定留保資金などで補てんした

収益的収支では、収益総額1,143万円に対し、費用総額653万円となり、純利益490万円を
計上した。資本的収支では、企業債償還金586万円の支出のみとなり、差引収支不足額
586万円は、減債積立金などで補てんした

収益的収支では、収益総額66億897万円に対し、費用総額72億9,097万円となり、当年度
は6億8,200万円の純損失を計上した。資本的収支では、収入総額49億1,425万円に対し、
支出総額76億5,230万円となり、差引収支不足額27億3,805万円については、当年度分損
益勘定留保資金などで27億3,685万円補てんし、なお不足する120万円は、当年度許可済
企業債の発行をもって翌年度に措置する

収益的収支では、収益総額78億9,915万円に対し、費用総額76億6,443万円となり、純利益
2億3,472万円を計上した。資本的収支では、収入総額7億2,722万円に対し、支出総額9億
9,711万円となり、差引収支不足額（翌年度へ繰越される支出の財源に充当する額2,031万
円を除く）2億6,989万円については、過年度分損益勘定留保資金などで補てんした

議決結果

本会議での結果

補正前
（千円）

補正額
（千円）

補正後
（千円）

委員会の状況

審査する
委員会名

委員会の
審査結果

討論

討論の
有無

討論の内容

無所属

採決

議決年月日

公明党 共産党新 結 清和会

123
平成26年度鳥取市一般会計補正予算（第3
号）

市庁舎整備に係る旧市立病院跡地測量委託
費、8月16日の落雷及び8月豪雨による災害復
旧に係る経費

89,039,827 38,192 有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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案　　件　　名区分
議案
番号

議案の説明
議決結果

本会議での結果

補正前
（千円）

補正額
（千円）

補正後
（千円）

委員会の状況

審査する
委員会名

委員会の
審査結果

討論

討論の
有無

討論の内容

無所属

採決

議決年月日

公明党 共産党新 結 清和会

116
鳥取市国民健康保険条例の一部改正につい
て

福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

124
鳥取市役所の位置を定める条例の制定につ
いて

市庁舎整備に関
する調査特別委員

会

原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
退
場

× × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇 平成２６年１０月６日

否決
（賛成3分の2
未満）

その他 117
公立大学法人鳥取環境大学定款の変更につ
いて

総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

（３件） 118
鳥取市過疎地域自立促進計画の変更につい
て

総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

119 財産の取得について 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
原案可決
（全会一致）

人事 120
鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任
について

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
同意

（全会一致）

（３件） 121
鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任
について

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
同意

（全会一致）

122 鳥取市教育委員会委員の任命について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２６年９月２６日
同意

（全会一致）

報告 20
出資法人の経営状況を説明する書類の提出
について

平成２６年９月５日 報告

（７件） 21
公立大学法人鳥取環境大学の業務の実績に
関する評価について

平成２６年９月５日 報告

22 専決処分事項の報告について 平成２６年９月５日 報告

23 専決処分事項の報告について 平成２６年９月５日 報告

24 専決処分事項の報告について 平成２６年９月５日 報告

25
平成25年度の決算に基づく健全化判断比率に
ついて

平成２６年９月５日 報告

26
平成25年度の決算に基づく資金不足比率につ
いて

平成２６年９月５日 報告

地方自治法第４条第１項の規定に基づき、鳥取市役所の位置を鳥取市幸町７１番地に定
めるもの
※この議案は地方自治法第４条第３項の規定により出席議員の３分の２以上の者（議長を
含む）の同意が必要

固定資産評価審査委員会委員に選任することについて同意を求めるもの
（新任）下浦　友紀

固定資産評価審査委員会委員に選任することについて同意を求めるもの
（新任）津村　憲儀

地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき出資法人の経営状況を説明する書類を
提出するもの（２０法人）

公立大学法人鳥取環境大学の業務実績について評価委員会の評価を報告するもの

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、平成25年度の
決算に基づく資金不足比率を報告するもの

産科医療補償制度の見直しに伴い、国民健康保険における出産育児一時金の支給額を
改定するもの

公立大学法人鳥取環境大学の名称を公立大学法人公立鳥取環境大学に改めるため定款
の一部を変更するもの

鳥取市過疎地域自立促進計画（平成22年度～27年度）の一部を変更するもの

種類　消防ポンプ車（1台）
契約方法　一般競争入札
取得金額　金21,924,000円
取得の相手方　株式会社吉谷機械製作所

＜報告＞

（委員会付託省略）

平成２６年４月４日鳥取市民体育館駐車場において、突風により駐車場内に設置していた
バリケードが転倒し、駐車していた相手方車両の前部を破損した物損事故の損害賠償額
及び和解について報告するもの（平成２６年８月８日専決）

平成２６年７月１２日千代水三丁目地内の市道千代水区画８号線を相手方車両が走行
中、前輪が道路側溝のグレーチングを踏んだことによる反動でグレーチングが跳ね上が
り、相手方車両の底部を破損した物損事故の損害賠償額及び和解について報告するもの
（平成２６年８月１５日専決）

平成２６年７月２５日若葉台北六丁目地内の市道若葉台北１号線の歩道の除草中、刈払
機の刃で石を跳ね、走行中の相手方車両の左後方側面のガラスを破損した物損事故の損
害賠償額及び和解について報告するもの（平成２６年８月１５日専決）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成25年度の決
算に基づく健全化判断比率を報告するもの

（委員会付託省略）

（委員会付託省略）
鳥取市教育委員会委員に任命することについて同意を求めるもの
（新任）山脇　彰子
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その他
（1件）

6 決算審査特別委員会設置について 無 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成26年9月5日
原案可決
（全会一致）

条例
（2件）

7 鳥取市議会委員会条例の一部改正について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成26年9月26日
原案可決
（全会一致）

8 鳥取市議会会議規則の一部改正について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成26年9月26日
原案可決
（全会一致）

意見書
（3件）

9 産後ケア体制の支援強化を求める意見書の提出について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成26年9月26日
原案可決
（全会一致）

10 「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた総合的な対策の強化を求める意見書の提出について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成26年9月26日
原案可決
（全会一致）

11 奨学金制度の充実を求める意見書の提出について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成26年9月26日
原案可決
（全会一致）

意見書
（1件）

7 軽度外傷性脳損傷の啓発・周知を求める意見書の提出について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成26年9月26日
原案可決
（全会一致）

＜委員会提出議案＞

-

＜議員提出議案＞

（委員会付託省略）

区分
議案
番号

案　　件　　名

委員会の状況

（委員会付託省略）

（委員会付託省略）

（委員会付託省略）

（委員会付託省略）

（委員会付託省略）

委員会の
審査結果

審査する
委員会名

公明党 共産党 無所属

本会議での結果

討論

議決結果討論の
有無

討論の内容

新 結 清和会

採決

議決年月日



平成２６年９月定例会の審議結果
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平成26年9月4日 平成２６年請願第７号-1
子ども・子育て支援新制度の実施に関
する請願

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利

田中文子議員
伊藤幾子議員

福祉保健委員会
不採択

（賛成少数）
有 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

議
長

× × × × × × × ×
欠
席

〇 〇 〇 × × × 平成26年9月26日
不採択

（賛成少数）

国の子ども・子育て
支援新制度は、保育
の量と質の拡大を目
的として施行されるも
のであり、請願項目
にある基準ではその
目的を達成できない
おそれがあると考え
られるため

平成26年9月4日 平成２６年請願第７号-2
子ども・子育て支援新制度の実施に関
する請願

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利

田中文子議員
伊藤幾子議員

文教経済委員会
採択

（全会一致）
無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成26年9月26日
採択

（全会一致）
趣旨が妥当であると
認められるため

平成26年1月29日 平成２６年陳情第１号
「道徳教育推進都市宣言」についての
陳情

文教経済委員会 継続審査

平成26年5月28日 平成２６年陳情第７号
最低賃金の改善と中小企業支援の拡
充を求める意見書採択を求める陳情

文教経済委員会
不採択

（賛成少数）

平成26年7月4日 平成２６年陳情第11号
鳥取市における「子ども議会」開催につ
いての陳情

総務企画委員会
不採択

（賛成なし）

平成26年8月11日 平成２６年陳情第12号-1
軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認
定基準の改正などを求める意見書提出
を求める陳情

文教経済委員会 継続審査

平成26年8月11日 平成２６年陳情第12号-2
軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認
定基準の改正などを求める意見書提出
を求める陳情

福祉保健委員会
採択

（全会一意）

審査結果

＜請願＞

＜陳情＞

公明党 共産党 無所属

委員会の
審査結果

討論 採決

議決年月日
受理年月日 受理番号 件　　名 提出者

受理年月日 受理番号 件　　名 審査する
委員会名

委員会の
審査結果

委員会の状況

さらに調査・研究を要すると認められるため

趣旨が妥当と認められるため

最低賃金の大幅引き上げ、全国一律最低賃金制度の確立
及び中小企業とそこで働く労働者の社会保険料負担の引
き下げは現実的に困難であるため

さらに調査・研究を要すると認められるため

定期的にということも含め、議会という形式が子供たちの広
報・広聴のシステムに適しているのか、もう少し別の方法が
ありはしないかと考えられるため

市民団体　あすの日本を考える会
会長　仲山　一成

未来をぼくらの手で
グループリーダー　冨井　篤弥

委員会の状況

理由

清和会

紹介議員

提出者

軽度外傷性脳損傷仲間の会
代表　藤本　久美子

軽度外傷性脳損傷仲間の会
代表　藤本　久美子

鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

本会議での結果

審査する
委員会名

理由討論の
有無

討論の内容

新 結



＜市長提案の議案について＞

田中　文子議員

議案第９８号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（反対）
議案第１０９号 鳥取市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の制定について（反対）
議案第１１０号 鳥取市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定につい
て（反対）

（討論の要旨）
議案第９８号について
　平成25年度剰余金の一部を財政調整基金に積立てるのではなく、市民生活の実情と要望に活用さ
れるべき。
議案第１０９号、議案第１１０号について
　応諾義務、上乗せ徴収等、子供に格差をもたらすため。

島谷　龍司議員

議案第９８号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（賛成）
議案第１０９号 鳥取市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の制定について（賛成）
議案第１１０号 鳥取市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定につい
て（賛成）

（討論の要旨）
議案第９８号について
　補正予算案には、積立金のほか喫緊の課題である人口増加対策やシティセールスに関する経費も
計上されている。また、補正後の25年度決算剰余金は、まだ12億６千万円留保されており、年度末
までのさらなる財政需要にも十分対応できるものと考える。これらを踏まえこのたびの積立金の計
上は、本市財政にとって、将来にわたる市民サービスの維持向上に必要不可欠な健全措置であり、
計上の時期と額についても適切であると考える。
議案第１０９号について
　条例案の基準は、国の定める基準と同じ内容で提案されているが、「幼児期の教育・保育の量の
拡充と質の向上」という子ども・子育て支援新制度の目的から、できる限りその両立を目指すとい
う市の考え方は適当であると思われる。
議案第１１０号について
　条例で定める認可基準としては、必要最低限の内容とし、保護者の選択に委ねることが、子ども
子育て支援新制度の目的である、「幼児教育・保育の量の拡充と質の向上」に叶うものと考える。

別 紙 



伊藤幾子議員
議案第１０３号　平成２５年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について（反対）
議案第１０４号　平成２５年度鳥取市水道事業決算認定について（反対）
議案第１０６号　平成２５年度鳥取市下水道等事業決算認定について（反対）

（討論の要旨）
議案第１０３号について
　生活保護受給世帯の夏期見舞金の廃止、徴収強化による税金や国保料の徴収率向上、介護サービ
ス利用の抑制など、地方経済の景気低迷が続く中での市民生活は決して楽なものではなかった。そ
の一方で、三洋電機跡地の買収に17億8,600万円つぎ込まれた。鳥取市庁舎整備専門家委員会は、
そもそも設置の必要のないものである。24年度決算と同様に25年度の事業内容についても適切とは
言えない。
議案第１０４号について
　生計費非課税の立場から認められない。
議案第１０６号について
　住民合意がされていない可燃物処理施設建設と関連する河原インター工業団地にかかるものがあ
り認められない。

寺坂寛夫議員
議案第１０３号　平成２５年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について（賛成）
議案第１０４号　平成２５年度鳥取市水道事業決算認定について（賛成）
議案第１０６号　平成２５年度鳥取市下水道等事業決算認定について（賛成）

（討論の要旨）
議案第１０３号について
　三洋跡地取得活用事業については、本市に不足している工業用地を確保することが、企業誘致に
よる地域経済の活性化を図るためにも重要であり、多くの雇用を創出するために大切な施策であ
る。市庁舎整備推進事業費については、鳥取市庁舎整備専門家委員会を設置し、市庁舎の果たすべ
き役割や機能、庁舎整備の基本的な方策及び効果について、専門的客観的に調査検討され、折り込
みチラシ印刷や新聞広告、ケーブルテレビ放映などで広く市民に情報提供を行い、市民意識調査な
ど幅広く取組まれたものである。法外援護事業費については、給付の適正化の観点から、見直しが
必要と判断され、現金給付よりも、より自立の促進につながるような支援策が必要とされたもので
ありやむを得ないものである。
議案第１０４号、議案第１０６号について
　河原山手工業団地への先行投資となる下水道整備事業費については、企業誘致の促進と雇用の場
の確保を目指した工業団地の分譲開始計画との調整により取組まれたものである。



角谷敏男議員
議案第１２３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（反対）
議案第１２４号　鳥取市役所の位置を定める条例の制定について（反対）

（討論の要旨）
議案第１２３号、議案第１２４号について
　この２つの議案は住民投票で市民が示した「耐震改修案と一部増築」の選択とそこに込められ市
民の願い・希望を踏みにじってゴリ押しするものであり、絶対に認められるものではない。この議
案に賛成することは、どんな理由をつけようとも、住民投票を求めた５万人以上の市民の署名に込
められた願いと住民投票で耐震改修案に託された市民の多くの思いを踏みにじり、葬り去る暴挙で
あり、民主主義の否定である。

上杉栄一議員
議案第１２３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（賛成）
議案第１２４号　鳥取市役所の位置を定める条例の制定について（賛成）

（討論の要旨）
議案第１２３号、議案第１２４号について
　合併特例債の活用期限等を勘案すれば待ったなしの市庁舎整備は我々議員の残された任期中に方
向を示さなければならない。今こそ将来の鳥取市のまちづくりの大きなチャンスととらえ、旧市立
病院跡地へ新築移転を推進し、現本庁舎については多くの市民の英知を集結して新しいまちづくり
を進めるべきで、本市が進めている２核２軸の新しいまちづくりに寄与するものと考える。防災拠
点として、広い敷地や交通アクセスの結節点でもあることは最低の条件であり、安心安全のまちづ
くりのためにも、旧市立病院跡地への新築移転を推進すべき。

寺垣健二議員
議案第１２３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（反対）
議案第１２４号　鳥取市役所の位置を定める条例の制定について（反対）

（討論の要旨）
議案第１２３号、議案第１２４号について
　第１は、国の経済状態である。麻生財務大臣は国の財政状態は危機的状況だと言っている。地方
交付税を含めた合併特例債の財源は保障されなくなる可能性がある。第２は、ファシリティマネジ
メントやインフラ整備に１００億以上の資金が必要。市政の課題に優先順位を付けて解決に向かう
べきである。第３は、住民投票の結果を尊重し民主主義を堅持すること。このままでは市民意欲が
落ち地方創生政策にも影響が生じる。

金谷洋治議員
議案第１２３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（賛成）
議案第１２４号　鳥取市役所の位置を定める条例の制定について（賛成）

（討論の要旨）
議案第１２３号について
　市庁舎整備は喫緊の課題であり、一刻たりとも先送りすることはできない。この経費を認めない
とすれば、市庁舎整備はまた先送りされ、市民の理解が得られないどころか議会の信用を失うこと
となる。この経費の必要性を認め、早急に事業実施にとりかかることが、今市民が求めていること
である。
議案第１２４号について
　市庁舎整備は喫緊の課題であることから、任期中に検討の結論を出すべきとして最終報告した市
庁舎整備に関する調査特別委員会の結論を尊重すべき。

桑田達也議員
議案第１２３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（賛成）
議案第１２４号　鳥取市役所の位置を定める条例の制定について（賛成）

（討論の要旨）
議案第１２３号、議案第１２４号について
住民投票を行った議会の責任とは、議会内で行われた議論の全容と事実を議会として検証し、市民
に説明すべきことであり、急がれる庁舎整備の議論と同時に論じることは混迷を深めてしまう結果
となる。議会の責任を私たち自身が問うことは、確かな方向性を明らかにしたうえで行うべきと考
える。



＜請願について＞

田中　文子議員 平成26年請願第７号-１　子ども・子育て支援新制度の実施に関する請願（賛成）

（討論の要旨）
国は、量はもとより「質の高い幼児期の学校教育・保育」を確保すると述べており、質も求めるの
なら、現行制度以下の基準を設けるべきでないと考える。

島谷　龍司議員 平成26年請願第７号-１　子ども・子育て支援新制度の実施に関する請願（反対）

（討論の要旨）
保育を利用する子供に質の面での格差を生じさせないようにするという考え方は重要だと思うが、
一方で子ども・子育て支援制度の目的の一つに「幼児期の教育・保育の量の拡充」による待機児童
等の解消等も上げられているところであり、本市においても仮に待機児童という形では表面に出て
こなくとも、潜在的な保育ニーズは高い状況を見聞きしており、まずは新制度による新たな選択肢
を利用者に提供することを優先しつつ、円滑な制度移行を第一とすべきではないかと考える。


